
第
一
試
合
は
後

攻
で
一
回
の
表
、

２
ア
ウ
ト
ま
で
無

安
打
で
し
た
が
相

手
方
の
タ
イ
ム
リ
ー
、

味
方
の
エ
ラ
ー
で

先
制
点
を
取
ら
れ

た
。そ

の
後
、
ミ
ス

に
よ
る
大
量
点
も

あ
り
ま
し
た
が
、

盗
塁
、
ダ
ブ
ル
プ

レ
ー
、
ラ
ン
ニ
ン

グ
ホ
ー
ム
ラ
ン
と

活
躍
し
た
選
手
も

い
ま
し
た
。

後
半
は
相
手
チ
ー

ム
の
若
手
投
手
に
、
苦
戦
す
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ラ
ン

ナ
ー
が
出
る
た
び
に
試
合
は
盛

り
上
が
り
、
好
プ
レ
ー
、
珍
プ

レ
ー
と
善
戦
し
ま
し
た
。

国
労
は
５
月
21
日
、
都
内
で

国
労
結
成
70
周
年
を
迎
え
て
レ

セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
し
た
。

交
通
会
館
に
て
宮
里
弁
護
士

よ
り
70
年
の
闘
い
を
振
り
返
り

記
念
労
働
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

国
労
は
幾
た
び
か
の
危
機
を

乗
り
越
え
て
今
日
を
迎
え
た
。

国
労
は
一
人
ひ
と
り
を
大
事

に
し
て
団
結
を
通
じ
て
権
利
を

守
っ
て
き
た
。

国
労
運
動
を
支
え
て
き
た
こ

と
を
誇
り
に
、
組
織
拡
大
に
向

け
た
取
り
組
み
。
物
を
言
う
組

合
と
し
て
役
割
を
果
た
す
こ
と

が
必
要
で
す
。

権
利
に
つ
い
て
の
学
習
や
労

働
者
思
想
を
確
立
し
て
き
た
こ

と
に
期
待
と
課
題
が
あ
り
ま
す
。

レ
セ
プ
シ
ョ
ン
会
場
で
は
、

労
組
関
係
、
政
党
、
法
曹
、
学

者
と
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
交

流
が
行
わ
れ
た
。

坂
口
本
部
委
員
長
は
、
こ
れ

ま
で
の
反
省
か
ら
自
信
と
確
信

を
持
ち
、
今
後
も
国
労
運
動
を

継
承
し
闘
い
続
け
る
と
挨
拶
が

あ
り
ま
し
た
。

来
賓
か
ら
は
次
々
と
ス
ピ
ー

チ
を
し
て
頂
き
、
会
場
内
で
は
、

昔
話
に
花
が
咲
い
た
よ
う
で
す
。

第１８号 こくろう みと 平成２８年７月１１日

国
労
結
成
70
年
を
迎
え
て

５
月
26
日
、
27
日
、
都
内
で
第
15
回
東
日
本
軟
式

野
球
大
会
が
開
催
し
ま
し
た
。

水
戸
地
本
は
一
日
目
、
晴
天
と
強
風
の
中
、
仙
台

地
本
と
対
戦
し
４
対
12
の
大
差
で
負
け
ま
し
た
。

二
日
目
は
雨
天
の
為
中
止
に
な
り
、
抽
選
に
よ
り
順

位
は
決
定
し
た
。
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結
び
つ
き

つ
な
が
り
生
か
し
て

大
胆
に

国
労
加
入
を

訴
え
よ
う
！

第
85
回
定
期
全
国
大
会

７
月
28
日
～
29
日

第
30
回
東
日
本
本
部
定
期

大
会８

月
21
日
～
22
日

運
動
の
原
点
は

職
場
に
あ
る


